
２０２２（令和４） 年５月２４日

ご住職の皆さまへ
僧侶養成部＜布教使担当＞

（公印略）

寺院サポート講座

　

「お寺のビジョン作成研修」

参加寺院募集について （ご案内）

　

慈光照護のもと貴台には日々ご法耕の段、 大慶に存じあげます。

　

今般、２０２２（令和４）年度寺院サポート講座「お寺のビジョン作成研修」をオンライ

ンにて開講いたします。 ぜひ、 ご参加いただきたくご案内申しあげます。

　

研修内容は、 同封のパンフレットに記載の通り、 この
「お寺のビジョン作成研修」

は、 寺院の置かれている外部環境を把握し、 寺院を支える人や組織力などを
「無形の

価値」 として捉え、１ケ寺ごとに持続的、 また実行可能な 「寺院運営計画書」 を作成

する研修であります。

　

既に、２０１８年度（宗務所、東京教区、山陰教区）、２０１９年度（連区）、．２０２１年度（オ

ンライン） にてモデル研修を行い、 今年度より本格稼働いたします。

　

先般、教区等を通じてご案内させていただきました日程は、下記の通り変更（第２回

開催日へ順延） いたしましたので、 ぜひ今年度のご参加をお待ちしております。

１

　

２

　

３

研修名称

開催要項

変 更 点

３． 添付書類

　　　　　

記

寺院サポート講座

　

「お寺のビジョン作成研修」

別紙パンフレットに掲載 （お申し込み方法含む）

日程及び締め切り日の変更

１） 日程

　　

第１回開催日 （５月１３日～６月 ７日まで７日程）を

２） 締切日

第２回開催日に順延し、 以降を繰り下げ、 第４回

（最終回） は新たに日程を設定しています。
【変更前】５月・９日（月）

【変更後】各日程開催１週間前
※宗派公式ウェブサイトの宗派ニュースに変更記事があります

「お寺のビジョン作成研修」 参加奨励パンフレット

なお、 パンフレット表面に掲載のプレセミナー用ＱＲコードは読み込みができません

ため、 大変申し訳ございませんが、 プレセミナーをお申込みいただく場合は、

　

回

こちらのＱＲコードまたは、 パンフレットに掲載の宗派公式ウェブサイトＱＲゴー

　

；．；

ド （募集記事） よりお申し込みをお願いいたします。

　　　　　　　　　

謝

ご不明な点等ございましたら僧侶養成部＜布教使担当＞までご連絡ください。
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受講寺院の声をご紹介いたします
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重２０１８年度モデル研修を受講し． 現在研修講師の菅原昭生さん。

この研修での学びを活かし、 計画が実行されています。

・

　

それ まで導せ，１「ドヱヒ・－てｉ、１自尊烏＃髭こむ問題に対して、 ただ「ｒヌフヌとモリ場

　

凌ぎＬ導け１苔に明け暮れ‐ご、詰もＪ、空しい疲労慰む草夜もた，ニテでした、 ところが、二

　

；，二｝研修を通じて＝，リ！膿む三・三跨りどシゴ ｒを寺．・－ふたとき、もチリ量，Ｌ－三 ‐十ユ

　

ーつ汚辱当たりｉ

　

を三，ち、 ストーリーとＬ′℃窯が…」主Ｌた

・

　

そして折Ｌも、作成Ｌた濁流建概評一層≠ぞ」…方にヨモ；とする時、新型ゴロトウ

　

リレス感豆乳；－が流行し、丁クションを１１－隆子せざるを得むＬ中流ことむ・１－－まＬた

　

Ｌ‐

　

ＺＤし、そんむ中で；も、こえ｝研修で学ん，だ考え，，ケ

　

ー外部躍増・期目Ｆおり価値【・を昆青ま

　

ぇて、 こ‘リメイミンダでぎずすべき丁ウションを起こすこと≠をできたと態．Ｌ－主す，

　

‐もう山中ｇｉ、ご門徒とーｉｆｌで窯がゐ公立ＬＩＮＥ了カウン１一り舞ノＪ” リモート仏

　

事“対慮、 Ｙｏｕ〔ｕｂｅ‐癒雲去，ｌＬ］≦ライプ巽ｒｌｆ言ーＦｒ．
・

　

超過風ぼ虫にある十」～テー京三、 ご門徒潟的」荊が県外を揺り「離郷門漣」－です， きり

　

ため、メバドと離郷門能吏結ぶとき、距離的 一難
＊－ｉＥ～監事託た…－－ぬりくさむゴーｆｒＥｉＦとた１：，１

　

士上

　

Ｌ１ＤＬへ

　

オンラインというＴｆおり導ノ”こよ すご、 雫；リハ ドルを超えるこ

　

とヱふむ＃たね計です－

　

こり研修 で学ん，だ弛導』ｌ１；‘｝毛誤 －．‐ ‐キ ティ ンダキ

　

がこ こ

　

でもｉ，Ｅ「１１すきれました．

東京教区

　

静岡西組 数覚寺

２Ｑ１８年度モデル研修を受講し、 現在研修講師の南荘摂さん。
作成されたビジョンのもと 「チーム」 で計画が実行されています。
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寺院サポート講座…『お寺のビジョン作成研修』（オンライン開催）

開催要項

寺誇‐Ｆこ門徒も′王獄の悪いモネ有－しても弐：寸々雪

王繍こト上りてお寺飽こと；もた１ていませんね？

；・日程変更

　

－二順延・追加，：１しています

１． 目的・内容

　

‐寺院サポート講座」；±

　

江湖封詫をはじめ平静；、 城「卓

　

識張

　

門信徒なと、も・ふめ＋稲森的な発展を導く／＼や討ちｆ動ずるノ・

に向けた、 それぞれのに鴇ｒでこれからのむ、￥づくり三，二役立て‐〔いただくためのオンライン説隣≦です．

　

この 「お寺のビジョン作成研修」 は、 割り鈍っｉ鱈かれている環境を肥撰し、 地表－ｋでの役割を斗ぼにＺｎｉこします，

そＬて寺院を．支えぎ）ノ・や組織力などを 「無形の低ｒ〆｛」 とＬ．て捉え、 その錠丸を生め・した

　

」 ケ、ＩＦごとに持続的で

実行可能な、「、～溝ごｉ筆緒言卸願書」を合格→、」＃′ｒ、Ｊ就実、門！言錠の協働ーで作成します． 是非ご参加ください

２． 開催期日．

３． 参加対象者

４． 募集寺院数

５．開催 方法

６． 申 込 方 法

７． 申 込 締 切

８． 参 加 費 用

ご希望の日程を、 以下から１つ選択のうえお申込みください

　

”柳」Ａ‐１など｝

　

．

　

グループー」・ｒで走Ｉれば、 綱目機への振替参加も対応いたします．
グループＡｔに月港 “ グループＢ

　

｛↓，１ー薄 戸

　

Ａ‐ｉ

（※ｆ父１＝ｉ・Ｊｉｉｉ・…：・
Ａ－２． Ａ‐３ Ｂ－ｉ Ｂ－２ Ｂ‐３ Ｂ－↓

れ－ｉｔ二，込拳億：、 個号．ドメ≧』亀りド，磁・ご
・船ん』し弐‐ナ

ｏ，．
・コ７ｒ：月，ー か３Ｑ：．干さ ｂ，．

’鍵 考訂 ７．，ゴロ：，ｋ，．－ ７，
．ーｑ：●ノー．↑・ ７，．

・２１：．長－

鞘２１ｆｌｊ ７ノ２謎Ｉ」） ７ざ２８，ー：，．ｆ；－ ７ノ
．２９，ドコ” ９ノ．飾りＤ ー０ノ↓弾こ－ ｌｏノ・引水＝－ ー０．！３１・｝」二－

；消３１１．“ ９／１５１．福 ９，，・
・３０．１‐・～な） ９／２７－サこ；－ １２青．開く；－ １２ノ６、１：．つ

ｌａ １２′８１１・木） １２′９１；′．鎧）

１２ゴコ：ｋ－ ーコｒ・１５：圭二・ １．，
・Ｅ：）；；：・ ↓，、

．コ〔－戸室・－ １ゴロ：．＋こー

必須：住職（法人代表者） または住職後継予定者

推奨するー－了１洋書：，所属寺院関係者‐（衆徒、」カ年、ご艶羨、１明言徒壕）より１争議メた

謡全４１１ｉｉ－１１３回以上参加ドできること 燕と終１１”↓±必須）

３００ケ寺（各日程４０ケ寺程度）

Ｚｏｏｍミーティングを使用し、 オンラインで開催

薄れアータショップがあるため、ざ胡散や寺院関係者が者ＪＦに集まって参加いただくことが

　

望ましいですが、 必ず新型コロブ‐ウイルス感染症対策を者煙いしま‐ｒ

【参加にあたって１

　

・Ｚｏｏｍがご利用いただければ・どなたでも参加可能‐でず．

　

・白坊の運営ード鑓”となるご門徒と巻囲いただくと、 実りある研修会となります．
オンライン

　　　

※宥 め ＱＲ：ｒ－ ドより人力フォームヘー

　　

瓢麹団廻回

各日程とも、 第
．１回開催日の１週間前

　　　　　　　　　　　　　　　

’－

Ａ‐１ … ザコ０１二，リニー

　

－－２ … ロノコ３１：．に，． Ａ‐３ … ０，
′１５１：ノｉ，二：．

　　　

回

　　

顧．

Ｂ一 … ７．・、
．」３－：，′上々・，．

Ｂ－２ … ７．‐
‐．に－リ・く．；，‘

　

Ｂ－３ … ７，．，
′］－：．，・イくＬ

　

Ｂ一 … Ｆ‐‐１５１：‐き：

￥１２， ＤＯＯ．－（１ケ寺）

　

振込先｛Ｊ） 蝉１更振替

　　

０１０６０－８－１００

　　　

（２） 加▲、若者

　　

浄土：真宗奉耀きた派 常務，１ｉ－〒

　　　

；＝通信欄に「差キロ）ビジョン作成研修」 とご記入ください．

ｉＦしい者問い合わせにつき－まＬては、背き務，１対１曽侶養成部‘；：：ｆｉｆ教伸担当：：〉

｛．Ｈｉｎ‐ｓｕｐｐｏ１１＠
ｈｏｎｇｖａｎｆ１．ｏｒ．川

　

又は０７５‐３７」‐５１８１代表） までご連絡ください．

「お寺のビジョン作成研修」

ご自坊の「寺院運営計画書」

…本史上、 前例のない
ノ・口瓦となり、 各部曙
損は劇的に穫逗変化し
ています

　

これからの

お寺の在り方につい
て、受け手塩，，素で具体
的に考えます

は全４回の研修を通じて、
を作成します。

回
Ｎ
粧

無形の価値の視点か
ら目坊の強みを見出
し、ビジョンを描こ
うＬ

無お金，価値とは、 個々
のききかｉきつＥ・には見
えない力のこと

　

大き
く分けるとご①使命・ビ
　　　　　　　　　　　　　　
織の汀、愚問係性の力
の．４つに

　

分割目して、
目坊の・強みと将来像
（ビション〕 を塙さま
す

これからは一門信長や
地域の人のみならず、
もっと眉Ｌ・，塩野で 「者
寺が選ばれる」 ことを
意識して歌も…選む必要
が姦｝」ます

　

世の中の
手：ますマーゲティンダキ

を優って、 受け手視点
での：「寺院運営計画書」
峯熊・のヒントを学びま．
すこ

これまでの，研修を鎧ま，
えて姫成した「寺院遅
菖計画書」を発表しま
す

　

他の，受註寺院の発
要からも学び孝養いま
‐れ 「当詰のこれ方・ら」
の新たなスヌート・で
す‘

憂欝鰍花

ＮＩ減少や加計直灘の変化など、 お寺を取り巻く社会環境変化に対応する
：「白坊のこれかを」を明確にする方法を 緩みミヤ

ご門徒と学びます． 私のお寺は 「こう毒みたい」 という住職の思いを、 研修を通Ｌてき請うミやご門徒とｊ軒丁できます．

同しお寺は一つとしてありません

　

世界に一つしかない、 寺院運営計画書を削りましょう－１

　　　　　　　　　　　　　

むごＦが実幽する事業，ｎｌｌｌｑを、 論理的かつ具体的に表封 するため、計画！こ必繁な５つの構成要素を［没瀞的に標記する枠組

みが「寺院運営計画書」－です

　

第１回から第３回の講義で、計画，写生休め構造を網羅します．最終的にご自尊遡り「ＦＩ流

運営計画き；」を作成することができます．
－
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《「寺 院 輩． 上ー －．粋塵み》

”・・・

　　

７｛心１・Ｍ

　　　

喜一

　　　　

“・

：専行勤計四

愛１７千祝
具体的右

嵐を蛸家元着こ
：施策プラン

　

守玩た言：１ニ書

　　　

春眠ｇ，

　　　　　　　　　　　

圧ｇ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　

ー奪お寺のビジョン

　　　

目指したいお寺の将来像

　　

’”

　　

－・

　

一

　　　　

一

　　　

－

　　

－－

　　　　　　　　　　

０・ｊ・く橿犠

　　　　　　

無難の”“

轡外部環境分析

お寺を取り巻く

　

環境の変化

梯無形の価値

お寺の潜在的

　

な強み

＋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お●ＩＤ味あ

ば・お寺の便命

　

お寺が果たすべき役割


